
可
磁
小
説
程
サ
七

波

新

兄

凡

右

て
壬
子
元
日
口
蹴
二
首

A
1
M
叫
何
局
不
v
迎
v
新
.
推
問
七
旬
鼠
ν
五
山問
。
病
興
'
老
別
加
…
昌也
日
↓
年
余

削
酬
去
有
a

飾
帯
↓
脚
時
制
難
v
謁
越
公
子
。
筋
商
担
未
v
逢
楽
越
入
。
寄
v
詩
腸
和

相
似
仙
。
狛
堪
&
叫
v
酒拙市瓦
佳
民↓

余
近
年
約
出
世
附
足
川
糾
厳
.
故
第
五
何
別
昌一+
即
刻
仰
低
者
背
中
↓

間
道
天
材
開
降
昌
紫
償
。

日
漣
鳥
山
州
五
雲
掛
川
。
臥
v家
身
負
ー
と
一
千
松
4

錦町
v主

心
欽
a
叩同
尺
成
↓

正
他
・
新
年
添
a
盗
事
↓
如
何
久
病
退
手
朝
衣
一
縦
然
海
内

迩
=
知
己
↓
背
都
島
接
人
血
r世
注
吋

一
、
室
鳩
山
品
拭
僚
の
伺

相
川
帆
廃
。
布
袋
布
袋
。
汝
社
主
飯
袋
。

仰附也
K
寄
付
進
候
。
方
々
よ
り
蹴
賛
頼
陀
て
煩
努
に
候
へ
共
、
無品肱

俄
巾
越
旦
叉
附
中
の
慰
に
も
罷
成
候
故
剥
逝
申
候
。
順

τ
死
巾
候

問、

H
K
t
聞
に
時
四
り
形
見
と
も
可
龍
成
と
布
候
。
以
上
。

十

月

日

駿

渓

病

受

共
秋
。
始
信
山
市
力
抹
山
。
-何
如
刊
夜
b
T
U
移
v
舟
。
諮
問
併
前
ほ

又
布
袋
の
焚
を
頼
巾
人
有
之
、
砲
し
地
候
。

即
時
頂
襟

h
t
E版
使

hk
。
塊
然
飲
録
。
何
等
老
澗
.
問
ν
口
一
笑
。
百

五
一
五

ま
し
、
枕
陀
か
ほ
る
梅
が
呑
K
過
し
世
を
忍
ぶ
ば
か
り
に
な
ん
あ
り

け
る。

し
か
は
あ
れ
ど
、
幸
に
わ
か
か
り
し
時
よ
り
、
率
び
の
窓
陀

年
を
縦
し
甲
斐
あ
り
て
、
程
朱
の
道
陀
し
た
が
ひ
て
郷
魯
の
風
を
常時

ね
、斡
献
が
文
を
好
て
榔
榔
の
歩
を
製
ぷ
陀
ぞ
、
老
の
般
党
も
怨
み
ぬ

ペ
し
。
さ
て
も
多
〈
の
年
月
を
経
て
、
世
の
有
様
を
考
る
に
、
鹿
衰

柴
粕
た
が
ひ
に
行
か
ム
を
ば
、
夢
と
や
い
は
ん
幻
と
や
い
は
ん
。
械

に
沼
貨
は
浮
べ
る
m
訟
の
ど
と

t
、
耐
稲
は
糾
へ
る
縄
の
ご
と
し
と
い

へ
る
に
、
な
に
か
た
が
ふ
事
あ
る
べ
き
。

中
に
た
ど
否
児
人
の
建
て

給
へ
る
三
綱
五
常
の
道
な
ん
、
天
地
と
並
び
体
へ

、
古
今
の
へ
だ
て

な

t
、
阿
ー
ば
か
り
は
か
は
る
事
あ
る
べ
か
ら
一
歩
。
人
と
し
て
仰
ぎ
祭

ぶ
べ
き
は
と
の
道
ぞ
か
し
。
然
ど
も
儒
数
世
に
行
は
れ
ざ
り
し
ょ

生
を
間
帯
ぷ
と
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
此
三
と
せ
都
の
闘
を
同
組
ふ
事
も
か

な
は
ね
ば
、
聞
の
中
な
が
ら
制
民
っ
た
ふ
需
の
亜
日
陀
時
四
り
の
拶
を
さ

日
月
訟
に
移
り
て
自
駒
の
隙
過
や
す
〈
、
裂
病
日
に
侵
し
て
資
金
の

術
成
が
た
し
。
さ
れ
ば
犬
馬
の
よ
は
ひ
、
ー
ー
ま
で
あ
る
べ
し
と
も
忠

は
ざ
り
し
が
、
い
つ
し
か
老
の
抽
出
よ
り
来
て
、
と
と
し
は
七
十
あ
ま

り
五
つ
の
稔
陀
も
な
り
ぬ
。
あ
ま
さ
へ
ち
か
き
と
ろ
よ
り
身
に
按
疾

を
得
て
、
手
足
も
あ
が
ら
宇
、
起
居
も
な
や
め
る
ま

tA
K
、
唱
の
蛮

て
宝
鳩
山
拙
辛
亥
中
秋
臥
ν
病
思
一一故
人
-
詩

家

hk救
管
傍
u
市
機
↓
回
民
国
平
原
畑
霧
牧
魁
天
下
激
情
銃
二
夜
コ
料
品
開

明
鏡
附
'
=
千
秋
↓
不
v
柄
制
賓
客
封
n
背
限
吋
別
有
6

抑
制
鍛
-
憐
E
白
頭
↓
病
臥
茂

陵
如
可
ν
起
.。
来
年
酬
出
品
川世
従
'
君
遊
↓

秋
風
吹
雰
度
-一閥
河
↓
家
=
住
駿
裏
目
机
伊
月
多
。

千
樹
滴
光
随
a
玉
露
↓
高

家
倒
ν
影
波
=
金
波
↓
何
倫
荻
髪
白
添
v
白
，
笑
間
隙
額
融
問
不
ν
椛
・
寄
恒
川
西

側
飛
都
品
客
・
今
時
骨
師
一
-一
奈
出
借
入
何
↓賄
側
州
老
人
軍
司
緩
-
晶
子
控
室
網
開
眼
目

一
、
上
風
下
瓜

腕
a
批
桁
-
時
・
人
在
z
上
風
十
餓
丈
M

ゲ
立
・
下
岡
山
岡
mv
近
草
木
皆
死
"
見
b

戦

t
受
候
故
早
速
其
験
も
見
え
、
叉
少
し
の
且
干
に
も
枯
申
候
。
人
や

禽
昨
酬
は
有
仙
川
K
て
深

t
内
へ
受
候
故
、
外
へ
あ
ら
は
れ
見
え
不
申
候

得
共
、
共
代
陀
は
大
卒
に
て
も
相
死
す
る
と
申
事
は
無
之
候
。
此
段

点
衡
へ
巾
泣
候
得
共
、
と

t
と
同
心
蛙
之
候
。
点
燃
は
岡山
続
陀
て
合

点
鮒
仕
候
。
此
俄
此
皮
乍
序
申
逃
候
。
buny"

陀
も
草
木
を
以
て
税
制
也
被
申
候
仰
共
、
人
物
と
も
に
四
時
の
筑
を
受

十
と
い
ふ
都
有
べ
か
ら
一宇、

雲
行
間
施
は
陰
陽
の
気
苧
泊
陀
て
候
。

此
亨
泊
の
来
天
陀
無
之
候
は
w
h

、
人
も
禽
献
も
気
血
流
通
無
之
、
何

と
て
形
を
流
布
可
申
候
や
、
草
木
は
此
亨
巡
の
筑
を
、
仰
い
仙
川
故
外
へ

可
観
小
役
容
什
七

別
世
官
。
頃
日
秋
の
協
士
固
に
賛
を
頼
申
人
布
之
、
郵
幅
広
題
し
申
候
。

忽
疑
京
梅
包
獄
・
一
朝
飛
入
目
沼
秘
↓
問
・首
叩
同
尺
千
艮
・
白
雲
紅
楽

出
、
桓
陀
至
て
公
子
二
字
加
は
り
申
候
。
闘
定
等
属
僻
比
柑
舶
に
候
問
、
御

遊
彪
の
深
窓
可
有
之
存
候
。
共
溢
は
い
ま
だ
と

t
と
合
点
不
仕
候
縛

共
、
日
正
等
を
以
て
眺
誤
偶
然
と
申
候
て
は
、
聖
人
被
v
加
-a

一策
削
-
遊
友

不
ν
計
一
一
伊
の
所
は
、
何
を
以
て
見
可
巾
候
ゃ
、
委
側
俗
紙
に
雛
謎

候
。
己
上
。
九
月
什
問
日

一
、『
川
崎
山
僧
侶
反
逆
を
謀
る

元
総
五
年
壬
巾
紀
州
高
野
山
旧
制
侶
謀
ν
逆
.
就
中
行
人
波
非
理
の
銀
六

百
二
十
七
人
潟
昌
明
暗
流
↓
川
端
が
醐
鵬
耕
一
強
制
同
町
作
品
崎
一
程
ぁ

て

遊
夏
不
ν一
賛
-
一
僻
-
の
儀
常
一鳩
山
批
来
赦

先
往
来
省
の
内

山
骨
秋
風
僻
比
事
の
俄
御
申
越
候
泊
と
お
候
。
勿
論
結
府
・許
性
・子
止

が
都
陀
不
限
候
。
即
日
も
脊
付
候
は
、
制
官
桓
公
印
位
三
年
吐
血
は
株
主
正

月
と
有
之
、
一
戸
一
年
よ
り
末
は
桓
の
世
主
判
官
る
ま
で
春
王
二
字
無
之
、
何

月
何
日
と
迄
有
之
供
。
魯
公
子
斑
限
公
の
此
を
終
て
、
混
と
は
か
り
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